
農林水産業分野

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ
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研究（実用化）開発のポイント・先進性現状・背景

研究（実用化）開発の目標

　浜通り地域の各自治体の皆様と
早期に協力して商品開発・販売を
するための組織・仕組みづくりを
推進したいと考えております。そ
のために、現在抱えている 6 次産
業化の課題や商品販売における想
いなどを共有していくことが重要

と考えております。
　当社は浜通り地域における「食」産業の復興が、
当地域にとって象徴的だと考えておりますが、開
発された商品が安全・安心で美味しく、今までに
ないものとして世の中に提供できることを目標と
しております。何よりも新しい食産業がこの地域
の代名詞となればと思っております。

株式会社トレードマーク
代表取締役社長

玖島裕

■ 原材料の粉砕と加水を同時に行えるミ
キサー装置（実用化版）

■ 福島県産の農林水産物の評価と加水分
解技術によって製造された商品（案）
の市場評価（市場調査報告書）

■  EC サイトの要件定義及び基礎システ
ムの構築 ( 含むデザインパッケージ )

■ 加水分解技術を応用した商品企画開発
　 　加水分解技術によって製造されたお

米を原材料にした糖化飲料各種や野菜
を原材料にしたスープ各種など。

　開発商品については、短時間で美味し
く素材のうまみを活かした商品であり、
これら企画を軸に商品バリエーションを
増やすことが可能です。

　浜通り地域 15 自治体において、6 次
産業化商品の売上及び原材料（農林水産
物）消費が見込めます。この場合、当
社売上ではなく各地域の取組みとなるた
め、各地域の取組みによって差はあるも
のの、最低値として、１自治体 1 商品を
16 個 / 日～ 32 個 / 日で販売した場合、
■ 年間売上高として、
　45,000,000 円～ 100,000,000 円。
■ 原材料消費として、
　13,500,000 円～ 30,000,000 円
の経済波及効果が見込めます。
　一日あたり 16 個～ 32 個の商品販売
は低設定目標値であり、地域ごとの取組
みによって上記の数字を超える大きな経
済波及効果があると考えます。

① 平成 32 年度事業完了までに、各地域の商
品企画・開発・ブランディングの実施完
了を目指します（浜通り地域 15 市町村）。

② 平成 32 年度以降、実用化開発機器及びソ
フトを導入後、

　売上高　480,000,000 円
　雇　用　 製造部門　10 名、販売部門　EC　

2 名　他 5 名、総合拠点（物流・コー
ルセンター）20 名、合計　37 名

　他原材料　48,000,000 円消費
　を目標とします。

課題１：今までにないユニーク商品の商品開発
が必要であり、現在の商圏ではより個々のニー
ズにこたえる必要があることと、浜通り地域産
品を有効活用します。
課題２：6 次産業化商品の課題は、製造から
販売までが資金・技術・収益でハードルが高
いことと、販路が拓かれていないことによる収
益確保・継続性が課題です。個々の農林水産
業者では参入が困難なことです。

加水分解技術による農林水産物の加工・研究及び
6次産業化商品開発

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　超加速化発酵技術（加水分解技術）の活用＝農林水産物の今までにない原料加工と、簡潔な 6次化商品販売ソ
フト（デザインパッケージの選択・ECサイトへの商品登録・販売（出口戦略））＝誰でも低予算で 6次化商品を製造・
販売できる仕組みを創ることで、今までにない商品開発と 1次産業者の高収益構造モデルを構築するための実用
化開発を実施します。

株式会社トレードマーク16
2018年度開始
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加水分解技術（超加速化発酵装置）
①超高速発酵で食品の製造が可能。
② 自然発酵では不可能な発酵食品の開発が可能であり、地域特色を活かし

た商品開発が可能。
例） 完全無添加で製造可能な地域の野菜と水産物でつくるソース（調味料）
例）加工で排出される不要物を活用した地域商品

6 次産業化に特化した EC サイト
①簡単に商品のデザインパッケージ（ボタン一つで選択）が可能。
＊製造・作成するだけで現在は高額なお金がかかる。
② 商品の掲載を簡単にし、商品を求めるお客様へ直接商品情報を届ける EC サイト
③ インターネットサイト（Web）上で、専門知識を要する専門家とお客様

をつなげるサイト
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■会川鉄工株式会社
　実用化開発事業化の達
成により、日本における
福祉電動車いす産業の進
展に大きく貢献し、浜通
り地域の新規産業、福祉
機器産業の創出に貢献し
たいと考えております。

■株式会社鈴木電機吾一商会
　この度の助成を受けて「イ
ノベーション・コースト構想」
の取り組みに建設業の分野か
ら物づくりの分野に挑戦する
ことができました。この経験
を生かして今後の社業と地域
産業の発展に寄与していきた
いと考えています。

会川鉄工株式会社
代表取締役
会川文雄

鈴木電機吾一商会
代表取締役
鈴木清友

■ モータ制御技術、ベクトル制御
効果：スムーズ発進、静音、低消費電
力

■ 全方向駆動輪（タイヤ）
効果：その場旋回実現

■ トルクセンサー
効果：脚があまり動かない人でもト
レーニングできる

■ チェーンレス技術
効果：既存の電動車いすから容易に改
造できる

■ 上記技術を取り入れたペダル付き電動
アシスト車いす

　実用化が成功した暁には
浜通り地域での部品調達、
組立、生産を行い新規分野
として福祉機器の製造・販
売に進出することにより、
経済復興、雇用創出に寄与
することができます。

　より安全性を確立した製品版車いすを完成さ
せ、各種認証を取得し、国内外の病院・リハビ
リ施設・個人への販売をし、事業化後、売上
600 百万円、直接新規雇用数 40 人を目標とし
ます。

　ペダル踏み力を検出するために精巧なトルクセンサーを装着しまし
た。この結果、ペダルをほとんど踏む力がない方でも、足を乗せるだ
けで、踏み力を検出してペダルの自動回転を行い、足麻痺の重い方で
もトレーニングが実現できます。ペダルと後輪の駆動輪にはチェーン
がつながっておらず、電子的にペダル回転数を後輪の駆動輪に伝える
方式を採用します。この結果、既存の電動車いすへ簡単に本開発のペ
ダル装置を装着できます。また、運転性能を上げるために、全方向駆
動輪を開発しました。この結果、前進後進、の他にその場旋回ができ
ます。狭い室内でも運転が容易にできます。

　ペダル踏み力の調整、先行して自動回転する
ためには、正確なペダル踏み力検出が必要です。
それを実現するために、精巧なトルクセンサー
装着により、踏み力の検出精度の向上を図りま
した。また、モータ制御をスムーズに行うため
には、ベクトル制御が必要で、そのベクトル制
御技術の開発を進めました。

移乗機能とリハビリ機能を備えた電動アシスト車いす開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　リハビリは介助者が必要で内容も単調、さらには場所、経済的な負担が大きいです。そこで足麻痺の方等が楽
しみながらリハビリができる電動アシスト車いすを開発します。電動車いすにペダルを装着し、ペダル重さ調整
及び、ペダルに足を乗せるだけでペダル自動回転する機能研究をしました。また、スムーズに発進、微力速度実
現のためにモータコントロールのベクトル制御研究を行い、乗り物としての快適性、安全性を追求しました。

会川鉄工㍿   、㍿   鈴木電機吾一商会01
2016年度開始

電動アシスト車いすイメージ
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